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研究成果の概要（和文）：本研究では、消費・貯蓄の効率的な意志決定に不可欠なセルフ・コントロール（自
制）の機能を理論と実証の両面から解明し、実際の消費者行動が記述できるよう従来の消費選択理論を再構築し
た。
具体的には、第1に、セルフ・コントロールの達成に意志力の消耗という費用がかかる場合の消費者行動を記述
する理論モデルを開発した。関連して、子供のセルフ・コントロールを誘導する親の利他的行動を説明した。第
2に、喫煙、負債、健康管理の失敗などが、選択の現在指向性によって測定されるセルフ・コントロール力と関
連していることをデータで示した。成果は、6本の査読論文と、1冊の英文著作、2冊の英文編著作として出版し
た。

研究成果の概要（英文）：By theoretically and empirically examining the critical roles of 
self-control for consumers’ efficient decision making, this project develops an empirically 
relevant consumer theory. 
  It contributes to the literature firstly by developing a consumer model with costly self-control 
due to limited willpower, and secondly by empirically detecting significant associations between 
self-harming behaviors (e.g., smoking, excess debts, overeating and other unhealthy behaviors) and 
self-control trait, measured by the degree of being present-oriented in decision making. The 
contributions are published as six refereed articles, one single-authored book, and two co-authored 
books, all of which are written in English.

研究分野：経済学、理論経済学、行動経済学
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１．研究開始当初の背景 
 
 科研費による前回（平成 21 年度～25年度）
のプロジェクトでは、時間非整合行動の原因
とな る双曲割引が実際に、意思決定者の自
傷的な選択・行動（過剰負債、肥満、喫煙、
先送りなど） を引き起こすことを明らかに
した（例：Ikeda, Kang, Ohtake, 2010; 池
田, 2012; Kang and Ikeda, 2013）。しかし
そこでは、意思決定者のセルフ・コントロー
ルの問題は双曲割引という特定の形で 間接
的・固定的な形でモデル化されていたに過ぎ
なかった。セルフ・コントロールと選択・行
動の関係について、そこで考慮されていなか
った以下の２つの問題を扱うのが本研究で
ある。 第一に、従来の研究では、セルフ・
コントロールを行うときに生じるメンタ
ル・コストが十分 に考慮されていないため
に、(i)人によってなぜセルフ・コントロー
ル能力が異なるのか、(ii)その 時々の状態
によってなぜセルフ・コントロールの出来不
出来が違ってくるのか、という問題が説明で
きていなかった。実は、心理学の研究で明ら
かにされているように（Baumeister and Vohs, 
2003; Ozdenoren et al., 2012）、セルフ・
コントロールを可能にする非認知的な心的
資源－これを心理学（Baumeister and Vohs, 
2003）に従って、以下「意志力」とよぶ－は
セルフ・コントロールを行うと消耗していく
ので、そのことがセルフ・コントロールを行
う上でのコストになる。その結果、意志力と
セルフ・コントロールの間には、意志力が強
ければセルフ・コントロールが容易に なる
一方で、セルフ・コントロールを行えば意志
力が消耗するという相互性が発生する。消
費・ 貯蓄などの、セルフ・コントロールを
要する経済選択・行動を動学的に深く理解し
ていくには、 そうした「意志力-セルフ・コ
ントロール相互性」を考慮する必要があり、
その問題はさまざまな自傷的選択の個人差
や時間変動を理解する上できわめて重要で
あった。 第二に、従来経済学では、セルフ・
コントロール問題の深刻さを計測するのに、
双曲割引や時間割引などの代理変数を用い
るばかりで、人々のセルフ・コントロールの
能力を直接計測することはなかった。こうし
た問題を背景として、本研究では、心理学
（Tangney et al., 2004）で開発されている
セルフ・コントロ ール尺度を用いて人びと
のセルフ・コントロール能力（意志力）の高
さを計測し、その推定値が、 人々の（ア）
経済・社会的な選択・行動のパーフォーマン
ス（資産保有、負債保有、肥満度、健 康度、
学業成績、非倫理的行動、利他行動）と、 （イ）
双曲割引の程度や時間選好率といった選好 
パラメーター、とどのように関連しているか
を実証的に明らかにするプロジェクトして
スタートした。 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、消費や貯蓄などの効率的
な意志決定に不可欠となるセルフ・コントロ
ール（自制）の機能を理論と実証の両面から
解明し、従来の経済理論の拡大することにあ
る。とりわけ、 以下の２課題を追求する：  
課題（１）セルフ・コントロール（自制）の
達成に意志力の消耗という費用がかかる場
合の経済 主体の行動を理論的に記述する； 
課題（２）個人のセルフ・コントロール能力
を計測することによって、理論モデルの妥当
性を検証し、併せて、セルフ・コントロール
の差が選択主体のパーフォーマンスに及ぼ
す影響を実証的 に明らかにすること、の２
点にある。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、3 年計画で、「研究目的」欄で
述べた課題（１）の理論課題と課題（２）の
実証課題に並行して取り組む。課題（１）に
ついては、(i)誘惑下で消費を抑制するセル
フ・コントロール行動と意志力の相互関係が
記述できる理論モデル、および (ii)習慣形
成によってセルフ・コント ロールが効かな
い子供への親の利他的介入を説明するモデ
ル、を下記の計画に従って段階的に開 発し
ていく。課題（２）については、セルフ・コ
ントロール能力と選択パーフォーマンス、双
曲性・時間割引パラメーター、および衝動性
の相関を調査するために、平成 26, 27 年度
に全国規模 のアンケート調査を実施する。
平成 27 年度には、何らかのセルフ・コント
ロール タスクを課した場合に被験者の双曲
性や時間割引率、および計画視野がどのよう
に影響を受ける かを経済実験で検証する。 
 
４．研究成果 
 
 ２つの課題（１）、（２）について、以下の
研究を実施した。 
課題（１）：セルフ・コントロール問題下の
消費・貯蓄行動モデルの構築 
 第一に、消費に誘惑が伴う「誘惑財」を想
定し、その消費を抑制するセルフ・コントロ
ール行動とそれを可能にする意志力の相互
関係を記述できる短期の消費者行動モデル
を小島健氏（一橋大学）の協力で構築した。
その成果をまとめた草稿は、学会発表欄①、
④、⑦などの国際コンファレンスをなどで報
告され、改訂と推敲を重ねた。 
 第二に、金沢星陵大学の張琳氏と共同で、
無意識的に消費が習慣化してしまうために
セルフ・コントロールが効かずに消費が過剰
になってしまうナイーブな子供と、その子供
に対して所得移転を低く抑制する利他的親
の規律付け行動を解明した。この論文は、
Zhang and Ikeda (2016)として査読誌に出版
された。 
 第三に、これに関連して、消費者の時間選
好率と資本経済のマクロ動学メカニズムに



ついて行った理論分析の成果を、Hirose and 
Ikeda (2015, 2015) として査読誌に出版し
た。 
 
課題（２）：セルフ・コントロール力（意志
力）の実証分析 
 第一に、２つの論文 Kang and Ikeda (2014)
と Ikeda and Kang (2016)によって、双曲割
引によって測られるセルフ・コントロール問
題の大きさが喫煙や債務保有にみられる行
動パーフォーマンスと理論どおりの相関を
示すことを実証的に明らかにした。 
 第二に、セルフ・コントロール能力（意志
力）と選択パーフォーマンスおよび双曲性を
ふくむ時間割引パラメーターの相関を調査
する２つのアンケート調査を実施した。第一
に、昨年度 3月に実施したセルフ・コントロ
ール調査の回答者に対して、選好（好み）の
逆転や不安定性を調査するためのパネル調
査を行った。第二に、セルフ・コントロール
と選好に関する調査を、糖尿病有病者に対し
て行った。推定結果から、双曲的な人はそう
でない人より高い確率で選好の逆転を示す、
糖尿病有病者はそうでない人よりも時間割
引率や双曲性の度合いが強く、セルフ・コン
トロール力が低いこと明らかにし、現在論文
にまとめつつある。 
 第三に、ストレスを与える作業を課すこと
で、メンタルな疲労（意志力の枯渇）が時間
割引率に与える影響を調べる経済実験を実
施した。その結果、実験によって顕示される
時間割引率や危険回避度の変動性がストレ
スによって増大するという結果が得られた。
現在草稿としてまとめつつある。 
  
 最後に、本科研研究の諸成果に基づいて、
1 冊の英文著書と、2 冊の英文編著作を出版
した。 
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